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・議員さんの意見を生で聞くというとても貴重な体験をすることができたと思います。「飲ん
だらのれん」というのが大分県独自の条例であることや、温泉県としてのＰＲなど初めて聞く
こともたくさんあり、内容の濃い授業になったと思います。

・大分県の条例やお金の大切さがよく分かりました。「希望が大切」と言っていたので、これ
からの生活で新しい希望を持って頑張りたいと思います。

・（以前、開かれた）子ども県議会で決まったことが本当に県議会で採択されたことにとても
驚きました。この講座を機に、もっと政治に関心を持ってニュースや新聞を見て勉強し、豊
後高田市や大分県を代表しても恥ずかしくないように成長していきたいです。今日の講座を
受けることができて本当によかったと思います。

・私たちもこれから勉強して、県や市などに貢献できるようにがんばりたいと思います。

、

・議員お二人のお話を聞き、一番おどろいたのは、「飲んだらのれん」が大分県の条例だっ
たことです。ただのスローガンかと思っていました。

・私は県議会に、今まで興味、関心がありませんでした。しかし、今日、先生方の話を聞き、
こんなにもたくさんの努力に支えられて大分県は成り立っているのだと感じることができまし
た。そして、よりよい大分を創作していくには、どうすればいいかを考えさせられました。

・県議会議員は、（議員に）なるまでもなってからも大変だけど、すごくやりがいのありそうな
仕事だなあと思いました。

・授業では理解しきれなかった内容まで、とてもよく分かりました。国の政治に関することの
大部分は遠くに感じていたのですが、今回の講座で身近に感じることができ、また、改めて
大分県の地方自治について考え直すこともできたと思います。

・テレビで議員のニュースがあったら、今日聞いた話
を思い出しながら見たいと思いました。

・私も将来、人の役に立つ仕事に就きたいなと思いました。

・今回の講座で、社会の授業では習っていないような
ことや（授業では）わからなかったことまでわかりまし
た。これから、大分県を私たちで活性化していきたい
と思いました。


